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C（ 社)   日 本 家 政 学 会

戸i 建 分 譲 住 宅 の 居 室 面 積 と 間 取 り

尚 綱 女 学 院 短 大 桂　 重 樹

☆ 目 的　 新 規 に 建 設さ れ た 戸 建 分 譲 住 宅を 対 象 と し て、 敷 地 面 積、 床 面 積 を は じ め と し て、

居 間 面 積、 収 納 空 間 面 積、 お よ び 個 室 の 床 仕 上 げ、 面 積 など の 実 態 を 明 ら か に す る た め に、

住 宅 メ ー カ が 提 供 し て い る パ ン フ レ ッ ト や 新 聞 広 告の 資 料 に 基 づ い て 比 較 ・ 分析 を 行 っ た。

生ｊＬ生　1988 年 ５月 よ り199  1年 ５月 ま で のＪ 年 間 に 仙 台 市 圏 で 販 売 さ れ た 戸 建 分譲 住 宅 お よ

び 仙台 市 以 外 の 大 都 市近 郊 の 住 宅 団 地 に お い て 販 売 さ れ た 住 宅 の 資 料 を 分 析対 象 と し た。

仙 台 市以 外 の 大 都 市と し て は 札 幌、 千 葉、 横浜、 名 古 屋、 大 阪。 広 島、 福 岡を 対 象と し た。

こ れ ら の 地 域 で こ の 間 に 販 売 さ れ た 住 宅 の 内、 販 売 比 率 の 高 い4LDK 、5LDK の 間 取 り の 住 宅

だけ を 対 象 と し た。　こ れ ら の 住 宅 の 中 か ら 無 作 為 に 抽 出 し た 仙 台 圏508 、 札 幌52 、 千 葉57 、

36 横 浜12 、 名 古 屋54, 広 島44 、 福 岡24 の 合 計787 戸 を 対 象 と し て 分 析 を 行 っ た。

肯 結 果　 主 要 な 項 目 の 面 積 の 平 均 値 な ど を 表 １ に'示 す。　78 7戸 の 住 宅 を 無 作 為 に 抽 出し た が

4LDK タ イ プ の も の が 全 体 の ８ 割 を 占 め た。　延 床 面 積は128.  33 ㎡ と 世 帯 人 員 ４ 人 の 場 合の 一

般 型 誘 導 居 住 水 準 は 上 回 る もの であ っ た。 ２ 階 に 設 け ら れて い る 個 室 の 中 で 面 積 か も っ と

も 大 きい も の を 主 寝 室 と し た。64 ％が 洋 室 で あ り そ の 面 積 の 平 均 値 は9.  09nf で あ っ た。　ま た

個 室 の 面 積 の 平 均 値 は6.  12 イ で あ り 床 仕 上 げ が 板 敷き と 洋 室 化 し て い る に も か か わら ず、

そ の 面 積 は 和 室 で あ っ た と き と ほ と ん ど 変 わっ て お ら ず、 ベ ッド な ど の 家 具 を 入 れ て 生 活

す る に は 十 分 な 面 積 が

確 保 さ れ て い な い こ と

な ど を 示 し た。
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表１　主要項目の平均値

全戸数　787 戸 延床面積 敷地面積 各空間の面積 ㎡

4LDK 5LDK

128.39 225.70

居間 収納 個室 主寝室

80.80% 19.20% 23.04 8.41 6.12洋（63.8%)　9.09 和(36.2%）　7.90

ビ デ オ に よ る 台 所 作 業 の 考 察
－ ジンク形式による作業領域について一

大阪市大生活科学　　北浦かほる
＜はじめに＞　　システムキッチンの普及とともにジンク形式も多様にデザインされ･るよ
うになってきた。しかし、その形式別特性や機能寸法などソンクまわりの作業領域につい

て、現状の食生活を踏まえた研究は少ない。そこで本研究では家庭におけるジンク周辺の

作業行為をビデオで収録することによって詳細に把握し、ジンク形式による作業機能領域

の差を検討すると共に、シンクまわりの計画の基礎資料を得たい。

＜ビデオ撮影の方法と対象家庭＞　　５種（ｼﾝｸﾞ`し ダアII  ジtンボ≒75eniﾜｲI-" ･食洗機）

のジンク形式別に各２件づつ計1  0 件のサンプル家庭を抽出し、1991年了/3I～ll/2日の間
に各３日間づつシンクまわりを中心に録画した。録画画面からデータを採取した。

＜ジンク形式別作業行為内容とその頻度分布＞　　ジンク形式別に１日の作業時間を求め

た。また作業行為を「洗浄」「調理」「その他」に分け、各サンブル毎に夕食準備から後

片づけ終了までの全作業時間に対する３行為の作業台面の占有時間の割合を示す頻度分布

図を作成した。水切り板は固定して使われており、ジンク形式別特徴はみられなかった。

＜注水点を中心とした洗浄機能領域＞　　洗浄を行なう際に水の落ちる点「注水点」を求

め、人の作業位置を合わせて、5  0 ％以上の使用頻度の高い領域を求めた。高使用頻度の

領域は注水点を中心に左右に計W ＝3 3 em、奥行き方向にD  ＝2 4  cmの範囲に集中する。

＜まな板でみる調理機能領域＞　　調理行為の場所はまな板の位置で表わされ①l 部がジ

ンク内に②全部をジンク内に③ジンク上に渡す、に分かれる。またジンク外周辺にみられ

る調理機能は作業方向か反作業方向かによって領域の使用頻度に大きな差が見られる。
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